
 

リセット可能なヒューズ 

ATX電源コネクタ 
SYSFAN3コネクタ 

AGP 4x拡張スロット 

462ピン CPUソケット、クロック/
電圧自動検出機能付き、AMDTM 
Athlon TM / Duron TM / 及び Athlon TM 
XPをサポート 

VIA® Apollo KT333チップセット、 
ファンシンク及びVT8233A SB付き、
(ATA100/133をサポート) 

CPUFAN1コネクタ、ハード
ウェアモニタ機能付き 

184ピンDIMMソケット3個、
DDR333/DDR266をサポート
(最大 3GB搭載可能) 

IDE コネクタ 2個 
(ATA/66/100/133対応) 

FDDコネクタ 

CD入力コネクタ

ダイハード BIOS、
ウィルス防止効果 100%

JP30ダイハードBIOS設定ジャンパー
オンボード AC97 CODEC RealTek ALC650

緑: AUX入力コネクタ

CNR拡張スロット

32ビット PCI拡張スロット 5本
(PCI 5スロットはスレーブモードの
PCIカードしかサポートしません)

第 2 USB 1.1ポートコネクタ

Dr. LEDコネクタ
(アップグレードオプション)

WOM (ウェイクオンモデム) コネクタ

WOL (ウェイクオン LAN)コネクタ

IrDAコネクタ

           SYSFAN2コネクタ、
ハードウェアモニタ機能付き

フロントオーディオコネクタ

フロントパネルコネクタ

JP14 CMOSデータクリアジャンパー
システム及び RAMへの電源表示 LED

 ケース開放センサーコネクタ

JP21 FSB設定ジャンパー 

第 3及び第 4 USB 2.0ポートコネクタ
(AK77-333USB2.0のみ, オプション)

S/PDIFコネクタ

PS/2 マウス
コネクタ

PS/2 キーボード
コネクタ 

USBポート
(1.1) 

SPP/EPP/ECPパラレルポート

COM 1ポート

MIDI/ゲームポート 

マイク入力 
ライン入力 
スピーカー出力 

COM 2ポート

SW1 CPUレシオ設定スイッチ 



1番ピン

            2. ダイハードダイハードダイハードダイハード BIOS（（（（100%ウィルス防止機能）ウィルス防止機能）ウィルス防止機能）ウィルス防止機能） 

 PART NO: 49.8A101.031(M)   DOC. NO: AK77333-EG-J0208C 

当イージーインストールガイド当イージーインストールガイド当イージーインストールガイド当イージーインストールガイド 1部部部部 

オンラインマニュアルオンラインマニュアルオンラインマニュアルオンラインマニュアル 1部部部部 

ハードディスクドライブハードディスクドライブハードディスクドライブハードディスクドライブ IDEケーブルケーブルケーブルケーブル 1本本本本 

80芯線芯線芯線芯線 IDEケーブルケーブルケーブルケーブル 1本本本本 

フロッピーディスクドライブケーブルフロッピーディスクドライブケーブルフロッピーディスクドライブケーブルフロッピーディスクドライブケーブル 1本本本本 

Bonus Pack CDディスクディスクディスクディスク 1枚枚枚枚 

Norton Anti-Virusディスクディスクディスクディスク 1枚枚枚枚 

USB2.0ケーブルケーブルケーブルケーブル 1本本本本(オプションオプションオプションオプション) 

最近は BIOS コードおよびデータ領域を破壊するコンピューターウィルスが多く発見されています。当マザ
ーボードには、ソフトウェアや BIOS コードによらないハードウェアによるウィルス防止装置がありますの
で、ウィルス防止効果は 100%です。正常動作できない場合に、JP30を 2番ピンと 3番ピンに設定して二番
目の BIOS ROM でオリジナルの BIOSに回復することができます。お買い求めのマザーボード上には 1個
の BIOSフラッシュ ROMが実装されています。    

1 1 

このマザーボードをインストール

するのに必要な情報は全てこのイ
ージーインストールガイドに載せ

られています。さらに詳細な情報に
ついてはオンラインユーザーズマ
ニュアルか Bonus Pack CDディスク

に付属しています。地球保護へのご
協力に感謝いたします。 

1. JP14によるによるによるによる CMOSクリアクリアクリアクリア 

CMOSをクリアする事でシステムの初期値設定に戻ることができ
ます。CMOSのクリア手順は下記の通りです。 

1. システムの電源を切り、ACパワーコードを抜きます。 

2. コネクタ PWR2から ATX電源ケーブルを取り外します。 

3. JP14の位置を確認し、2-3番ピンを数秒間ショートさせます。

4. 1-2番ピンをショートして JP14を通常の設定に戻します。 

5. ATX 電源ケーブルをコネクタ PWR2に差し戻します。 

ヒント: CMOSクリアはどんな時に必要? 
1. オーバークロック時の起動失敗… 
2. パスワードを忘れた… 

3. トラブルシューティング… 
正常動作の場合 

(初期値) 
CMOSクリア
の場合

BIOS 
ROM

レスキュ
ー ROM

JP30の 
1番ピン

1 1 

正常動作時 レスキュー時



CPUファンのケーブルを 3ピンの CPUFAN1コネクタに差し込みます。ケースファンを
ご使用の場合に、SYSFAN2或いは SYSFAN3コネクタに差し込むことも可能です。 

SW1 CPUレシオ設
定スイッチ 

 
5. CPU電圧及びクロックの設定電圧及びクロックの設定電圧及びクロックの設定電圧及びクロックの設定 

4. JP21によるによるによるによる FSB/PCIクロックレシオ設定クロックレシオ設定クロックレシオ設定クロックレシオ設定 

3. CPU及びシステムファンのインストール及びシステムファンのインストール及びシステムファンのインストール及びシステムファンのインストール 

CPUFAN1コネクタ 

SYSFAN3コネクタ 

GND 
+12V 
Sensor 

CPUコア電圧の設定コア電圧の設定コア電圧の設定コア電圧の設定 
このマザーボードは CPU VID機能をサポートしています。CPUコア電圧が 1.1V～1.85V
の範囲で自動検出されますので、CPUコア電圧を設定する必要はありません。 
CPUクロックの設定クロックの設定クロックの設定クロックの設定 
このマザーボードは CPUジャンパーレス設計ですので、CPUクロックは BIOSセットア
ップから設定可能で、ジャンパーやスイッチは不要です。 
BIOSセットアップ > 周波数 / 電圧コントロール > CPUスピードセットアップ  
コアクロック = CPU FSBクロック* CPUレシオ 
CPU レシオ 5.5xから12.5xまで0.5x単位で 

CPU FSB (BIOS一覧表より) 100, 102, 105, 108, 110, 113, 115, 117, 120, 122, 124, 133, 136, 138, 
140, 142, 144, 147, 152, 154, 及び156MHz. 

CPU FSB (手動による調整) FSB=100, 100~129の範囲で1MHz単位で調整可能 
FSB=133, 130~248の範囲で1MHz単位で調整可能 

 
CPU CPUコアクロック EV6バスクロック レシオ
Athlon 1G 1GHz 200MHz 10.0x 
Athlon 1.1G 1.1GHz 200MHz 11.0x 
Athlon 1.2G 1.2GHz 200MHz 12.0x 
Athlon 1.3G 1.3GHz 200MHz 13.0x 
Athlon 1G 1GHz 266MHz 7.5x 
Athlon 1.13G 1.13GHz 266MHz 8.5x 
Athlon 1.2G 1.2GHz 266MHz 9.0x 
Athlon 1.33G 1.33GHz 266MHz 10.0x 
Athlon 1.4G 1.4GHz 266MHz 10.5x 
AthlonXP 1500+ 1.3GHz 266MHz 10.0x 
AthlonXP 1600+ 1.4GHz 266MHz 10.5x 
AthlonXP 1700+ 1.46GHz 266MHz 11.0x 
AthlonXP 1800+ 1.53GHz 266MHz 11.5x 
AthlonXP 1900+ 1.6GHz 266MHz 12.0x 
AthlonXP 2000+ 1.667GHz 266MHz 12.5x 
AthlonXP 2100+ 1.73GHz 266MHz 13x 
AthlonXP 2200+ 1.80GHz 266MHz 13.5x 
Duron 800 800MHz 200MHz 8.0x 
Duron 850 850MHz 200MHz 8.5x 
Duron 900 900MHz 200MHz 9.0x 
Duron 950 950MHz 200MHz 9.5x 
Duron 1G 1GHz 200MHz 10.0x 
Duron 1.1G 1.1GHz 200MHz 11.0x 

 

ヒント: オーバークロックにより、システム起動に失敗して
フリーズした場合は、<Home>キーを押すだけで初期値設定
に戻ることができます。あるいは、AOpen “Watch Dog 
Timer”がシステムを再起動するのを五秒間待っていれば、シ
ステムがハードウエアを再び自動検査します。 

警告警告警告警告: VIA® Apollo KT333チップセットは 133MHz FSB (最大 266MHz EV6シ
ステムバスが実現できる)及び 66MHz AGPクロックをサポートしています。
それより高いクロック設定はシステムに重大な損傷を与える可能性がありま

す。 

100MHz  133MHz 
(初期値) 

1 1 

GND 
+12V 
SENSOR

SENSOR
+12V 
GND 

注意: CPUファンによって、センサー
ピンのないものもあります。この場合、

ファンの監視機能は使用できません。

このジャンパースイッチにより、PCI及び FSBクロックの関係を設定します。一般的には、
オーバークロックを行うのでない限り、初期値設定のままにしておくことをお勧めします。

ところでこのマザーボードは“1MHz 単位でのクロック調節”機能をオーバークロック用に装
備しています。これで CPU FSBクロックを BIOSセットアッププログラムから調節できま
す。CPU タイプ別に二つの調節範囲があります: 100~129 (FSB=100, Athlon 800 等),
130~248 (FSB=133, Athlon 1000等)が設定できます。また、BIOS セットアッププログラム
のクロックテーブルにより、100~117 (例えば 105, 110, 115 等) 及び 120~156から特定の
FSB クロック範囲を選択することができます。CPU FSBクロックを JP21で設定すると、
“1MHz単位でのクロック調節”範囲はその設定に従って変化します。 

- + 1 
2 
3 
4 

CPU Ratio SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4
5 － － ＋ －

5.5 ＋ － ＋ －

6 － ＋ ＋ －

6.5 ＋ ＋ ＋ －

7 － － － ＋

7.5 ＋ － － ＋

8 － ＋ － ＋

8.5 ＋ ＋ － ＋

9 － － ＋ ＋

9.5 ＋ － ＋ ＋

10 － ＋ ＋ ＋

10.5 ＋ ＋ ＋ ＋

11 － － － －

11.5 ＋ － － －

12 － ＋ － －

12.5 ＋ ＋ － －

CPU Default 0 0 0 0

SYSFAN2コネクタ 
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USB2 Connector 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

USBPWR0
USB_FP_P0-
USB_FP_P0+

GND
KEY

USBPWR0 
USB_FP_P1- 
USB_FP_P1+ 
GND 
USB_FP_OC0 

1   2 

USB3及び USB4コネクタ 

1番ピン 

   7. 第第第第 2、第、第、第、第 3及び第及び第及び第及び第 4 USBポートをサポートポートをサポートポートをサポートポートをサポート 

6. ATX電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ 

9. フロントパネルケーブルの接続フロントパネルケーブルの接続フロントパネルケーブルの接続フロントパネルケーブルの接続 
このマザーボードはマウス、キーボード、モデムやプリンター等のUSBデバイスを接続す
るのに、USB コネクタを八個提供しています。二個はPC99バックパネルにあります。適
切なケーブルで他のコネクタをUSBモジュールやケースのフロントパネルに接続すること
が可能です。USB3及びUSB4コネクタはUSB2.0をサポートしています。従来のUSB 1.0/1.1
規格では最大12Mbpsの転送となりますが、USB 2.0 (AK77-333のみ,オプション)規格の転
送速度はその40倍であり、最大480Mbpsの転送レートを実現しています。 

Speaker  

IDE LED  

+ 

+

+

SPWR  + 

+ ACPI & PWR 
LED 

Reset 

1

 SPWR 
 GND 
 ACPI LED- 
 GND 
 ACPILED 
 NC 
 NC 
 GND 
 RESET 
 GND 

NC
NC

+5V
IDE LED
IDE LED

+5V
+5V

GND
NC

SPEAKER

電源 LED、スピーカー、電源、リセットスイッチのコネクタ
をそれぞれ対応するピンに差してください。BIOS セットア
ップで“Suspend Mode” の項目をオンにした場合は、ACPI
及び電源の LEDがサスペンドモード中に点滅します。 
お持ちの ATX 筐体における電源スイッチのケーブルを確認
してください。これはフロントパネルから出ている 2-ピンメ
スコネクタです。このコネクタを SPWR と記号の付いたソ
フトウェア電源スイッチコネクタに接続してください。    

8. IDE及びフロッピーケーブルの接続及びフロッピーケーブルの接続及びフロッピーケーブルの接続及びフロッピーケーブルの接続 

1番ピン
ATA 66/100/133 
IDEコネクタ

FDDコネクタ 

34ピンフロッピーケーブル及び40ピン IDEケーブルをそれぞれフロッピーコネクタFDC
及び IDEコネクタに接続してください。1番ピンの向きにご注意ください。間違えますと
システムに支障を来たす恐れがあります。    

IDE 2 (セカンダリ)  

IDE 1 (プライマリ) 

1番ピン

1番ピン 

+5V

+5V
+5V

+5V

+3.3V
+3.3V

+3.3V

COM

COM
COM

COM

COM
COM
-5V

COM

-12V

PS-ON

PW-OK

+12V
5VSB

ATXパワーサプライには下図のように20ピンのコネクタが使用されています。差し込む際
は向きにご注意ください。 



AUD_MIC
AUD_MIC_BIAS
AUD_FPOUT_R

NC
AUD_FROUT_L

AUD_GND 
AUD_VCC 
AUD_RET_R 
KEY 
AUD_RET_L 

9  10 

  1  2 

13. フロントオーディオコネクタフロントオーディオコネクタフロントオーディオコネクタフロントオーディオコネクタ 

  10. 高音質の高音質の高音質の高音質の 5.1チャンネルオーディオ効果チャンネルオーディオ効果チャンネルオーディオ効果チャンネルオーディオ効果 

ケースのフロントパネルにオーディオポートが設定されている場合、オンボードオーディオ

からこのコネクタを通してフロントパネルに接続できます。なお、ケーブルを接続する前に

フロントパネルオーディオコネクタから 5、6、9、10 番のジャンパーキャップを外してくだ
さい。フロントパネルにオーディオポートがない場合は 5、6、9、10 番の黄色いキャップを
外さないでください。 

1番ピン

このマザーボードには高音質の 5.1チャンネル対応の ALC650 CODECが搭載され、新鮮
な音声が楽しめます。ALC650の革新的なデザインにより、外部モジュールを接続せずに、
標準的なラインジャックでサラウンドオーディオを出力することができます。この機能を

使用するには、Bonus Pack CDからオーディオドライバ及び 5.1チャンネル対応のオーデ
ィオアプリケーションをインストールする必要があります。下図は 5.1チャンネルサウン
ドトラックにある全てのスピーカーの標準位置を示しています。フロントスピーカーのプ

ラグを緑の“スピーカー出力”ポートに接続し、リアスピーカーのプラグを青の“ライン入
力”ポートに接続し、そしてセンター及びサブウーファースピーカーを赤の“マイク入力”
ポートに接続してください。 

 12. IrDAコネクタコネクタコネクタコネクタ 

IrDA コネクタはワイヤレス赤外線モジュールの設定後、LaplinkやWindows95 Direct Cable 
Connection等のアプリケーションソフトウェアと併用することで、ユーザーのラップトッ
プ、ノートブック、PDAデバイス、プリンタ間でのデータ通信をサポートします。このコ
ネクタは HPSIR (115.2Kbps, 2m以内)および ASK-IR (56Kbps)をサポートします。  
IrDA コネクタに赤外線モジュールを差し込んで、BIOSセットアップの UART2モードで
正しく設定します。IrDAコネクタを差す際は方向にご注意ください。 

NC
+5V

IR_TX

KEY 
GND 
IR_RX

IrDAコネクタ

1番ピン 

11. S/PDIF (Sony/Philipsデジタルインターフェースデジタルインターフェースデジタルインターフェースデジタルインターフェース)コネコネコネコネクタクタクタクタ

+5VSB 
NC 
S/PDIFOUT 
GND 
S/PDIFIN 

1 

S/PDIF出力
S/PDIF入力

(RCAケーブル)

S/PDIF入力
(光ファイバー

ケーブル)

S/PDIF出力

S/PDIF (Sony/Philipsデジタルインタフェース)は最新のオーディオ転送ファイル形式で、アナ
ログに取って代わるデジタルオーディオを光ファイバー経由で楽しめます。専用オーディオケ

ーブルにより、SPDIFコネクタと別の S/PDIFデジタル出力をサポートする S/PDIFオーディ
オモジュールを接続します。一般的には S/PDIF出力は 2つあり、一方は大部分の消費型オー
ディオ製品に対応する RCAコネクタ、他方はより高品質のオーディオに対応する光コネクタ
です。出力と同様に、RCA や光学オーディオ製品をモジュールの入力コネクタに接続し、コ
ンピュータから音声や音楽を出すことができます。ただし、S/PDIF デジタル出力の長所を最
大限活かすにはモジュールのS/PDIF出力をS/PDIFデジタル入力/出力対応スピーカー/アンプ
/デコーダーに接続する必要があります。 

S/PDIFコネクタ 

1番ピン 

S/PDIFモジュール 
(ユーザーアップグレードオプション) 

オーディオ

ケーブル



ジャンパー設定およびケーブル接続が正しく行われたら、システムに電源を入

れて、POST (電源投入時の自己診断) 実行中に<Del>キーを押すと、BIOS セ
ットアップに入ります。最適なパフォーマンスを実現するには"Load Setup 
Defaults（デフォルト値のロード）"を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. 電源投入及び電源投入及び電源投入及び電源投入及び BIOSセットアップのロードセットアップのロードセットアップのロードセットアップのロード 

15. AOpen Bonus Pack CD 

16. VIA 4in1 ドライバのインストールドライバのインストールドライバのインストールドライバのインストール 

Del 

Bonus Pack CDディスクのオートランメニューから、VIA 4 in 1ドライバ(IDE Bus master
(Windows NT用)、VIA ATAPI ベンダーサポートドライバ、VIA AGP、IRQ経路指定ドライ
バ(Windows 98用)、VIA登録(INF)ドライバ)をインストールできます。 

警告：ATA133を利用するため、Bonus CDから最新バージョ
ンの VIA 4in1ドライバをインストールする必要があります。 

Windows2000 をご使用の場合、最新バージョンの VIA 4in1
ドライバをインストールしても ATA133 機能が使えません。
Microsoft からサービスパック 3 を新しくリリースされてか
ら機能するようになります。

警告:ご使用のシステムコンポーネント
(CPU, DRAM, HDD等)がターボ設定可能
であることがはっきりしない場合は、

“ターボデフォルト値のロード”は使用

しないでください。

Bonus CDディスクのオートラン機能を利用できます。ユーティリティとドライバを指定
し、モデル名を選んでください。   

17. Windows環境における環境における環境における環境における BIOSのアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード 
下記の手順に従って、EzWinFlash で BIOSのアップグレードを完了してください。アッ
プグレードを開始する前に、必ず全てのアプリケーションを終了してください。 
1. AOpen の公式ウェッブサイト(http:/www.aopen.co.jp/)から最新の BIOS パッケージ

zipファイルをダウンロードします。 
2. Windows において、WinZip (http://www.winzip.com)で BIOS パッケージ(例えば、

WAK77333102.ZIP)を解凍します。 
3. 解凍したファイルをフォルダに保存します。たとえば、WAK77333102.EXE 及び

WAK77333102.BIN.です。 
4. WAK77333102.EXEをダブルクリックしたら、EzWinFlashはご使用のマザーボード
のモデルネーム及び BIOS バージョンを検出します。BIOS が間違ったら、フラッシ
ュ操作を続行することはできません。 

5. 主要メニューから言語の指定を行い、「フラッシュ開始」をクリックしたら BIOS ア
ップグレード作業が開始します。 

6. EzWinFlash はアップグレード作業を自動的に完了します。完了後、ポップアップダ
イアログボックスからコンピュータを再起動するよう聞いてきますので、「はい」を

クリックしてWindowsを再起動します。 
7. POST 時に<Del>キーを押して BIOS セットアップを起動します。"Load Setup 

Defaults"を選び、“Save & Exit Setup（保存して終了）します。これで完了です。 

警告 :新しい BIOSのアップグレードにより、フラッシュ後に前の BIOSの内容は完全
に置き換えられます。前の BIOS 設定及び Win95/Win98 プラグアンドプレイ情報は更
新されますので、システムを再構築する必要があります。

www.aopen.co.jp
www.winzip.com
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システム起動時に何らかの問題が生じた場合は、以下の手順で問題を解決

してください。 

AK77-333 がマザーボードのモデルネームで、R1.00 がBIOSバージョンです。 

P/N: 91.88110.201がパーツナンバーで、S/N: 91949378KN73がシリアルナンバーです。

パーツナンバー及びシリアルナンバーパーツナンバー及びシリアルナンバーパーツナンバー及びシリアルナンバーパーツナンバー及びシリアルナンバー 

パーツナンバー及びシリアルナンバーがバーコードラベルに印刷されています。バーコ

ードラベルは包装の外側、PCBのコンポーネント側にあります。以下は一例です。 

モデルネーム及びモデルネーム及びモデルネーム及びモデルネーム及び BIOSバージョンバージョンバージョンバージョン 
モデルネーム及び BIOS バージョンがシステム起動時の画面（POST画面)の左上に表示
されます。以下は一例です。 

 

CPUおよび DRAMのジャンパー設定が正しいか確認します。 

CMOSをクリアします。 

VGAカードのインストール後、モニタおよびキーボードを接続します。

問題の原因は電源装置かマザーボー

ドの故障と思われます。リセラーまた

は販売店に連絡して修理します。 

恐らく VGA カードかモニタの故障で
しょう。 

いいえ 

キーボードが故障している可能性が

高いです。 

システム再起動中にDelキーを押して BIOSセットアップに入り、
"Load Setup Default"を選びます。 

問題の原因は恐らく IDEケーブルか、
ハードディスク本体でしょう。 

Windows 95, Windows 98, Windows NTの再インストールを試みます。

電源をオフにし、AC電源ケーブルを抜いて、全てのアドオンカード
および VGA, IDE, FDD, COM1, COM2, プリンタを含む全てのケー
ブルを外します。 

はい 

いいえ 

はい 

いいえ 

はい 

いいえ 

はい 

スタート 

画像が表示されていますか？ 

終了 

システム電源をオフにし、IDEケ
ーブルを接続し直します。これで

システムが再起動しますか？ 

Ctrlキーと Altキーを同時に押し
ながら、Delキーを押して、シス
テムが再起動しますか？ 

電源をオンにした時、電源装置お

よびCPUファンが動作しています
か？ 

パーツナンバー. シリアルナンバー

パーツナンバー. シリアルナンバー



 

太平洋地域 
AOpen Inc. 
Tel: 886-2-3789-5888 
Fax: 886-2-3789-5899 

アメリカ 
AOpen America Inc. 
Tel: 1-510-489-8928 
Fax: 1-510-489-1998 

ヨーロッパ 
AOpen Computer b.v. 
Tel: 31-73-645-9516 
Fax: 31-73-645-9604 

ドイツ 
AOpen Computer GmbH.
Tel: 49-1805-559191 
Fax: 49-2102-157799 

中国 
艾爾鵬國際貿易(上海)有限公司 
Tel: 86-21-6225-8622 
Fax: 86-21-6225-7926 

日本 
AOpen Japan Inc. 
Tel: 81-048-290-1800 
Fax: 81-048-290-1820 

お客様各位へ 
この度は、AOpen製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。
お客様への最善かつ迅速なサービスが弊社の最優先するところでございます。し

かしながら、毎日世界中から Eメール及び電話での問い合わせが無数であり、全
ての方に遅れずにサービスをご提供いたすことは極めて困難でございます。弊社

にご連絡になる前に、まず下記の手順で必要な解決法をご確認になることをお勧

めいたします。皆様のご協力で、より多くのお客様に最善のサービスをご提供し

ていただけます。 
皆様のご理解に深く感謝を申し上げます! 

AOpen テクニカルサポートチーム一同 

ウェブサイト: www.aopen.co.jpwww.aopen.co.jpwww.aopen.co.jpwww.aopen.co.jp 
 
電子メール : 下記の連絡フォームをご利用になり、メールでご連絡ください。

英語    http://english.aopen.com.tw/tech/defahttp://english.aopen.com.tw/tech/defahttp://english.aopen.com.tw/tech/defahttp://english.aopen.com.tw/tech/default.htmult.htmult.htmult.htm 

日本語   http://www.aopen.co.jp/http://www.aopen.co.jp/http://www.aopen.co.jp/http://www.aopen.co.jp/tech/default.tech/default.tech/default.tech/default.htmhtmhtmhtm 

中国語   http://www.aopen.com.tw/http://www.aopen.com.tw/http://www.aopen.com.tw/http://www.aopen.com.tw/tech/default.tech/default.tech/default.tech/default.htmhtmhtmhtm 
ドイツ語   http://whttp://whttp://whttp://wwwwwwwww.aopencom.aopencom.aopencom.aopencom.de.de.de.de////tech/default.tech/default.tech/default.tech/default.htmhtmhtmhtm 
簡体字中国語  http://whttp://whttp://whttp://wwwwwwwww.aopen.com..aopen.com..aopen.com..aopen.com.cncncncn////tech/default.tech/default.tech/default.tech/default.htmhtmhtmhtm 

オンラインマニュアル: マニュアルを注意深くお読みになり、ジャンパー設
定及びインストール手順が正しく行われることを確認してください。 
http://www.aopen.co.jp/tech/download/manual/default.htmhttp://www.aopen.co.jp/tech/download/manual/default.htmhttp://www.aopen.co.jp/tech/download/manual/default.htmhttp://www.aopen.co.jp/tech/download/manual/default.htm 11  

テストレポート: 自作パソコンのための互換性テストレポートより、マザー
ボード、アドンカード及びデバイスを選択するようお勧めいたします。 
http://www.aopen.co.jp/tech/http://www.aopen.co.jp/tech/http://www.aopen.co.jp/tech/http://www.aopen.co.jp/tech/reportreportreportreport/default.htm/default.htm/default.htm/default.htm 22  

FAQ: 最新の FAQ (よく尋ねられた質問) よりトラブルの解決法が発見する
かもしれません。 
http://www.aopen.co.jp/tech/http://www.aopen.co.jp/tech/http://www.aopen.co.jp/tech/http://www.aopen.co.jp/tech/faqfaqfaqfaq/default.htm/default.htm/default.htm/default.htm 

55  

ソフトウエアのダウンロード: アップデートされた最新 BIOS、ユーティリ
ティ及びドライバをチェックして取得してください。 
http://www.aopen.co.jp/tech/download/default.htmhttp://www.aopen.co.jp/tech/download/default.htmhttp://www.aopen.co.jp/tech/download/default.htmhttp://www.aopen.co.jp/tech/download/default.htm 

33  

ニュースグループ: コンピュータの専門家によりポストされたニュースで
す。勉強をかねて討論に気軽に参加してください。 
htthtthtthttp://www.aopen.co.jp/tech/p://www.aopen.co.jp/tech/p://www.aopen.co.jp/tech/p://www.aopen.co.jp/tech/newsgrpnewsgrpnewsgrpnewsgrp/default.htm/default.htm/default.htm/default.htm 

44  

販売店及びリセラーへのご連絡: 弊社は当社製品をリセラー及び SI を経由
して販売しております。彼らはお客様のパソコン状況をよく知り、弊社より

効率的にトラブルを解決することができます。彼らのサービス次第、お客様

が彼らに別の製品を購入する意思が大きく左右されます。 
66  

弊社へのご連絡: 弊社までご連絡になる前に、システムに関する詳細情報及
びエラー状況を確認して、必要に応じてご提供を求められる場合もありま

す。パーツナンバー、シリアルナンバー及び BIOSバージョンなどの情報提
供も非常に役に立ちます。 

77  
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